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はじめに

高崎健康福祉大学保健医療学部看護学科で

は、系列校となっている高崎健康福祉大学高崎

高校との高大連携支援事業を担当して 5年目と

なった。今までに基礎看護学などの看護専門領

域に関する高校生を対象とした体験学習を実施

しその有用性について報告がされている（縄

2010）。

高校生はライフサイクルから考えると思春期

の終わりに差しかかった時期にあり、第 2次性

徴を経て身体の成熟にむけて体の変化が安定に

近づく時期にある。この思春期の女性における

健康課題として、性感染症、若年での妊娠、人

工妊娠中絶などがあり、また成人期において乳

幼児虐待が課題となっているなか、近年、中・

高校生の親性準備性の育成の重要性が指摘され

（伊藤 2003）、若い世代のうちから準備を整えて

いく必要性が生じている。このように、高校生

は身体的、精神的、社会的な発達を経験しなが

ら、将来にむけての勉学に取り組み、進路を選

択していく時期にある。また、高校生が卒業後

の進路として看護学を志望する人が近年増加し

てきているが、看護学とはどのような学問か、

また看護師とはどのような役割を持つのかをイ

メージできることは、進路を選択する高校生に

とって重要である。加えて、日本は少子化社会

となっており、妊婦や乳幼児との交流が少なく

なっていることが考えられ、新しい生命がどの

ように誕生してくるのか、様々な人に支えられ

ながら生まれた生命が育つということを理解す

ることは、看護師を目指す高校生にとっても重

要な学びであると考える。

そこで今回、母性看護学の体験学習を通して、

高校生が看護について考え、看護学科での学生

生活をイメージすることで、進路選択の一助と

なり学習への動機づけにつながることを目的と

して、学習プログラムを立案したので、その学
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習プログラムと効果について報告する。

方 法

１．立案した学習プログラム

1）テーマと取り組みの目標

「新しい命の誕生を支援する－妊産婦への看

護、乳幼児への看護を体験してみよう 」をテー

マとし、次の 4つを取り組みの目標とした。第

一に「妊婦の擬似体験を通して、正常な母子の

変化について気づくことができる」、第二に「妊

婦に対する看護技術を体験し、女性の体と健康

管理に興味を持ち、母性看護の役割をイメージ

できる」、第三に「看護学と母性看護学の概要を

理解し、将来の進路ついて考えることができ

る」、第四に「看護学科学生との交流を通して、

看護学科での学生生活や学習活動を身近にイ

メージできる」である。

2）実施日時、場所、担当者、参加者

実施日時は平成 24年 6月 23日 10時から 11

時 45分までの約 2時間で、高崎健康福祉大学 5

号館 2階母性・小児看護学実習室を会場として

実施した。母性看護学教員 3名と看護学科 4年

生 8名がボランティアとして担当した。高崎健

康福祉大学高崎高等学校 2年生 21名の参加が

あり、性別の内訳は男性 1名、女性 20名であっ

た。

3）指導計画と内容

全体の構成を講義、体験学習、看護学生との

交流会の 3部構成とし、その概要を表 1に示す。

講義では看護師の担う役割と看護学を構成す

る看護専門領域、母性看護学の位置づけを解説

し、カリキュラムの構成要素の理解を図った。

母性看護学は女性のライフサイクルに沿った健

康課題への支援を行うものであるが、その中で

も新しい生命を育む妊婦への看護を学ぶこと

は、母性看護の役割に加えて、生命の誕生や尊

厳について考え、将来自らが新しい生命を産み

育てる立場になることを意識する機会になると

考え、妊婦への看護を中心に取り上げた。具体

的には、高校生にとってイメージしやすいよう

に妊娠の経過を説明し、妊娠を順調に経過させ
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表１ 母性看護学に関する体験学習プログラム

段階 時間配分 内容

導 入 9：50～（10分） あいさつ、スケジュール説明

展開 1  10：00～（20分） 【講義】 1．看護とは、母性看護学の位置づけ

2．妊娠、分娩、妊婦の体重増加、栄養の重要性

3．妊婦に対する看護技術

展開 2 ① 10：20～

② 10：35～

③ 10：50～（各 15分）

【体験学習】 1．妊婦体験ジャケットの装着（学生 4人、教員 1人）

・靴下の着脱、階段昇降

2．妊婦健診（腹部触診、胎児心音聴取）（学生 3人、教員 1
人）

3．資料展示（学生 1人、教員 1人）

・分娩場面の紹介、月経に関するセルフケア用具

・婦人体温計、基礎体温の説明、等

展開 3  11：10～（30分） 【交流会】

司会：学生 3グループに分かれて着席（学生 2、3、3人ずつ着席）

内容：看護学科を選んだ理由、学生生活の紹介、看護学科で学んでよかっ

たこと、大変と感じること、卒業後に目指していること。高校生か

らの質問。

終 末 11：40～45（5分） まとめ
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るための日常生活の方法について解説した。

体験学習では妊婦体験ジャケットの着用、妊

婦腹部触診モデルを用いた妊婦健康診査の体

験、出産と月経に関するセルフケアのポスター

と資料展示の 3つのコーナーを設定した。参加

した高校生がすべてのコーナーを体験できるよ

うに、参加者を 3グループに分け、各コーナー

15分ずつでローテーションした。各コーナーで

は看護学生が中心となって解説を行った。妊婦

体験ジャケットの着用では、妊婦の体型の変化

と日常動作への影響を体験してもらうことで、

その大変さを実感しながら、妊婦への支援の必

要性と看護師の役割に気付いてもらうことを意

図した。妊婦健康診査のコーナーでは、妊婦腹

部モデルを用いて、妊婦の腹部の触診と胎児心

拍の聴診を体験し子宮内にいる胎児の存在を感

じながら、妊婦の気持ちを配慮した妊婦健康診

査における看護師の役割のイメージを図った。

出産と月経に関する資料展示では、出産の写真

の展示と月経の仕組みについての解説を行い、

思春期からの女性の健康管理の必要性を理解で

きるようにした。

看護学生との交流会では、高校生 6～ 7名と

看護学生 2～ 3名からなる 3グループに分かれ

30分間で計画した。交流会では看護学生が看護

学科での学習内容、4年間のスケジュール、将来

の進路を説明しながら、随時高校生からの質問

に回答する会話形式で行うこととした。

4）担当者の役割分担

今回担当した教員と看護学生の役割分担に関

するイメージを図 1に示す。看護学生の役割は、

3箇所の体験学習での説明と高校生との交流会

の運営とし、事前に教員が看護学生にオリエン

テーションを行った。体験学習については教員

が作成したシナリオを用いてリハーサルをして

から実際の体験学習を担当した。

２．評価方法

参加した高校生 21名とボランティアとして

関わった看護学科 4年生 8名を対象にしてプロ

グラム終了時に無記名の自己記入式アンケート

調査を配布し、その場で回収した。

高校生に対する調査項目は、参加した理由、

模擬授業、演習、先輩との交流会それぞれの感

想である。また①内容に興味を持てたか、②妊

娠経過と体の変化をイメージできたか、③教員

や学生とのコミュニケーションが取れたか、④

看護/母性看護学に対する興味を持てたか、⑤母

性看護学の持つ役割をイメージできたか、⑥進

路の選択肢の一つとして看護学を選びたいと思

うか、⑦女性の体について理解でき大切にした

いと思ったか、⑧同じような機会があれば参加

したいと思ったか、という質問に対して、とて

もそう思う、そう思う、思わない、まったく思

わない、の 4段階のリッカート尺度に回答をし

てもらった。

看護学生に対しての調査項目は①高校生との

コミュニケーションが取れたか、②高校生に教

えることができたか、③高校生のサポートがで
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図１ 学習プログラムにおける看護学生と教員の

役割
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きたか、④自分に自信が持てたか、⑤参加して

良かったか、⑥今後の学習に役立ったか、とい

う質問に対して、とてもそう思う、そう思う、

思わない、まったく思わない、の 4段階のリッ

カート尺度に回答をしてもらった。また、体験

学習の担当、高校生との交流会、全体を通して

の感想や意見を記載してもらった。

結 果

１．高校生のアンケートに対する回答より

妊婦体験ジャケットを体験した感想として

は、「思った以上に重かった。まわりに妊婦さん

がいたら助けたいと思いました」、「自分の母の

辛さがわかった。病院でも積極的にだんなさん

にジャケットを着させる機会をもたせるべきだ

と思った」等の感想があった。高校生は妊婦の

大変さについてイメージはしていたが、正常な

母子の変化について体験を通して実感すること

ができ、今後身の周りにいる妊婦さんに手助け

をしていきたい、夫に対しても理解を図る必要

があるなど、自分たちが援助するものとしての

意識を持つことができていた。

妊婦の看護を体験した感想として「小さな命

でも一生懸命、生きているのだと思った」、「た

だ触るだけではなくて、お母さんの気持ちも考

えなくてはならないなど、意外と大変なんだな

と思いました」、「さわっただけで子宮がどこま

であるかとかを判断するのはむずかしかったで

す。でも、とても良い経験になりました」など

があげられていた。高校生にとって、胎児心音

聴取の看護技術体験は、胎児心音のリズムの速

さに驚き、胎児の生命力を感じ、新しい生命の

始まりを考えるような体験になったと考える。

また、妊婦の腹部触診の体験では、ケアを受け

る妊婦の気持ちを考え配慮しながら触診するこ

とと同時に胎児の子宮内での姿勢や向き、成長

を判断することを経験し、看護師のケア体験に

満足感を示していた。

先輩にあたる看護学科 4年生との交流会の感

想（表 2）には、「学校での生活の様子や授業の

内容を聞けて良かったです。看護学を学んでみ

たいと思う気持ちが強まりました」、「大変さも

すごく伝わったけど、それ以上にやりがいのあ

表２ 高校生が看護学生との交流会を体験した感想（抜粋）

番号 感 想

1 場を盛り上げてくれたので楽しくお話しできた。こういうコミュニケーションの能力も必要だと思った。

2 先輩がとても気さくに分かりやすくいろいろと教えてくれて、より看護に心がひかれるようになりました。

4 実習の内容や生活がよくわかった。

7 実習の話などを聞き、改めて看護の仕事に興味がわきました。

9 思うように質問とかできず、あんまり話せなかったけど、大学生活や 4年間を通しての看護学科の生活など

を聞けて良かったです。

11 疑問に思っていたことが分かったのでよかった。看護学科はとても大変そうだけど、やりがいがありそうで

楽しそうだなって思った。とてもいい人たちで楽しかった。

13 なぜこの大学に進んだとか、自分のこと（を）話してくれてとても、良い参考になりました。

14 大変さもすごく伝わったけど、それ以上にやりがいのある仕事なんだと感じた。

15 たくさんの質問に答えてくれた。大学についてなど生の声を聞くことができうれしかった。

16 たくさんお話しができてとてもよかったです。今後の進路決定の際に参考にできることをたくさん聞けまし

た。

20 楽しかったです。実習やサークルについても面白く教えてくださって、健大の魅力が分かりました。

21 学校での生活の様子や授業の内容を聞けて良かったです。看護学を学んでみたいと思う気持ちが強まりまし

た。
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る仕事なんだと感じた」などの感想が書かれて

いた。高校生は身近な存在である先輩の学生か

ら進路選択の動機、学生生活、学習内容とその

大変さ、看護師のやりがいなどを聞くことがで

き、看護学科での学生生活や学習活動を身近に

イメージできることにつながっていた。

プログラム全体を通して「看護師は責任ある

仕事だと思うけど、人と関わり、コミュニケー

ションをとるなかでたくさんのやりがいを感じ

ることができる仕事だと思った。看護に興味を

持つようになった」、「母性（看護）学の話しは、

将来役に立つことばかりで、とてもためになり

ました。妊婦体験や腹部触診は初めてだったけ

ど、先輩が分かりやすく指導してくれて、良い

体験になりました」、など母性看護学に関する体

験学習と先輩との交流が将来の看護学を学んで

みたいという興味や動機付けにつながっていた

と言える。

図 2に示した終了後のアンケート結果から、

参加した高校生は看護・母性看護学に対する興

味と看護学を進路の候補にしてみたいという興

味を持ち、また、体験学習を通して、女性の体

と健康管理に興味を持つことにつながっていた

といえる。

２．看護学生のアンケートに対する回答より

看護学生は体験学習を担当して（表 3）、「母性

看護学を振り返るきっかけになった。頭ではな

んとなくわかっていることでも、人に教えるこ

とは難しいし、まだはっきりわかっていないの

かなと思った」、「他人に教えることはすごく自

分の力にもなるし、学びを深めることができた

と思う。今回の経験は今後に生かせると思うの

で、また参加したり、今後に生かしたいと思う」

など、既習の知識を復習し、高校生に教えると

いう経験を通して学びを深めることにつながっ

ていた。

高校生との交流会を通して（表 4）「どんなこ

とが知りたいのか、自分が高校生の頃だったら

どんなことを聞きたいのか考えたつもりだった

けど難しいところもあった。リラックスした雰

囲気でわきあいあいと話せて良かったと思う」

と将来の進路や看護の道を考えている高校生の

気持ちや立場を考えながら、大学生として適切

な関わりをしようと努力していたと言える。

全体を通して「高校生との関わりは自分の学

びを深めるだけでなく、高校生の学びにつな

がったと思うので、貴重な経験ができ良かった」

など、高校生と関わるにあたっての準備が 4年

図２ 高校生のアンケートに対する回答
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間の復習の機会になり、実際の交流が大学生に

とって有意義な経験となっていたことを示す記

載が見られていた。

図 3に示したアンケート結果から、看護学生

は高校生との交流を持ち、体験学習の内容を教

えることはでき、今後の学習に役立ったと感じ

ていたが、高校生をサポートするという点、自

分に自信が持てたとは感じたかという点の満足

度が低かった。

表３ 看護学生が体験学習を担当した感想と学んだこと（抜粋）

番号 感想、学んだこと

1 母性看護学を振り返るきっかけになった。頭ではなんとなくわかっていることでも、人に教えることは難し

いし、まだはっきりわかっていないのかなと思った。

2 実習で学んだこと等を高校生に伝える良い機会だと思った。担当していたところの学習を振り返る機会に

なった。

3 他人に教えることはすごく自分の力にもなるし、学びを深めることができたと思う。今回の経験は今後に生

かせると思うので、また参加したり、今後に生かしたいと思う。

4 他者に教えるのに間違ったことを教えられないと再度復習を行ったため、学びが深まった。

5 楽しくできた。高校生の感じたことも聞けて良かった。

6 みんなが参加できるような配慮があまりできていなかったと思う。いつもは学ぶ側で、今回は今まで学んだ

こと感じたことを伝える側になり難しかった。

7 もっと説明がうまくできればよかった。

8 2年生のうちから進路を考えていて偉いと思った。少しでも看護師になろうというきっかけになったら嬉し

い。

表４ 高校生との交流会に関する看護学生の感想（抜粋）

番号 感想、学んだこと

1 2年生が多かったが、もうすでに看護師を目指している人が多かった。不安もあるということがわかった。

2 もう少し真面目な話をすれば良かったと思う。学生生活については良く話せたと思う。

3 初めは会話が途切れたりしたけど、後から高校生にも質問を受けて、いろいろ話すことができて良かったと

思う。

4 まだ進路に悩んでいる子たちが少し大学進学後をイメージできていたようなので良かった。

5 高校生が話しやすい環境をつくってあげることが大切だと感じた。もっと固くならずに話せたかなと思う。

6 どんなことが知りたいのか、自分が高校生の頃だったらどんなことを聞きたいのか考えたつもりだったけど

難しいところもあった。リラックスした雰囲気でわきあいあいと話せて良かったと思う。

7 積極的に聞いてきてくれて、うれしかったし、力になりたいと思った。

図３ 看護学生のアンケートに対する回答
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考 察

今回初めて高大連携支援事業において母性看

護学の学習プログラムを立案し、実施した。母

性看護学に関する講義、体験学習、看護学生と

の交流会から成り立つプログラム構成と時間配

分は、高校生や看護学生の反応から適切であっ

たと評価する。アンケートの結果から、立案し

た体験学習プログラムは、参加した高校生に

とって興味深いもので、看護学や母性看護学に

対する理解や関心が深まり、将来の進路を選択

するために有用な機会となっていた。そして、

プログラム立案時に設定した 4つの取り組みの

目標は到達できていたと評価する。今回は、妊

娠期、分娩期の看護や女性の健康に関する学習

内容としたが、新生児の育児に関する内容、例

えば新生児の栄養や清潔ケアなどを取り入れた

育児についての体験プログラムを取り入れ、効

果を検討していくことが課題である。

今回の体験学習プログラムの効果は、何より

もボランティアとして参加した看護学生と高校

生の相互作用によるものが大きいと考えられ

る。図 4に示すように、高校生は看護学生から

具体的な学習内容や学生生活を教えてもらい大

変さ以上のやりがいを感じることができ、加え

て看護学生の熱心な関わりにうれしさを感じ、

看護学を学ぶことに興味を持てるようになって

いたことが分かり、看護学生からは後輩である

高校生を思いやり、看護学科で学んだことを

しっかりと伝えようとする熱心さが感じられ

た。この 2者の間に生じた相互関係において、

大学生は宮内らの報告するような“一歩前のメ

ンター”（宮内 2012）として、高校生が将来ど

のような職業を選択するかに大きな影響を与え

ていたと考える。「メンター」という用語は、青

年たちが大人の世界や仕事の世界をわたってい

く上での術を学ぶのを支援する「より経験を積

んだ年長者」を意味する言葉である。そのメン

タリングの機能の一つに上位者の態度や価値

観、行動が下位者のものが見習うモデルとなる

図４ 高校生と看護学生の交流によって生じたそれぞれの反応
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という、役割モデリングの機能があり、加えて、

役割モデリングは情緒的愛着が成立してこそ成

功すると言われている（キャシー 2003）。本プ

ログラムにおいても、高校生と看護学生の間に

情緒的愛着が形成され、看護学生は看護者とし

ての態度や価値観、行動を示すことができ、役

割モデリングとしての機能を果たすことができ

たと言える。

メンタリングの関係によってメンターは、他

人を支援することを通じて、精神的な満足感や、

教師ないしはアドバイザーとしての自分の能力

に対する尊敬を獲得する。また関わりを通して

自分の過去を見直し、再評価することにつなが

る（キャシー 2003）と言われている。今回の体

験を通して、4年生の学生は、看護学を学んでい

ない高校生に対して初めて教える立場に立つこ

とを経験し、講義や実習で教わったことを意味

づけることにつながっていた。高校生との交流

では、高校生が進路について悩んでいることを

感じ取り、高校生がリラックスできるような雰

囲気を作りながら、適切なアドバイスをするこ

とができており、4年間で培ったコミュニケー

ションの能力を発揮し、自分なりの看護観を振

り返る機会となっていた。看護学生は、自らが

高校生だった時期を振り返りながら、4年間の

学習を統合し学習成果を実感することのできた

有意義な機会となっていたと言える。しかし、

看護学生は自信を持って教えられたという実感

を持てなかったようで、看護を他者に教えると

いう体験が初めてであることを踏まえ、事前の

リハーサルをしっかり行う必要があったと考え

る。

高校生は妊婦の疑似体験を通して妊婦の大変

さを実感して支援の必要性を考えることができ

ていた。加えて妊婦の気持ちに配慮しながら観

察することを体験し、「気づかう」「心を配る」

「関心を向ける」など心理的態度を取りながらケ

アを体験できており、今回の学習プログラムで

は、ケアリングにつながる体験（秋元 2011）を

高校生に提供できていたと考える。

看護学科は、国家資格である看護師免許の取

得を目指すカリキュラムとなっており、学習内

容が卒業後の職業と直結する学科である。よっ

て、高校生は将来の自らの職業として看護職を

選択することを高校生のうちに自己決定する必

要がある。看護師の離職率だけでなく、大学卒

業後の離職率の増加が指摘されている現在、看

護職となることが自己実現につながるような職

業の選択ができるように高校生に支援すること

が必要である。そこで、看護職の役割をイメー

ジしてもらうことをねらいとした本プログラム

において、高校生は体験学習でのケアリング体

験や看護学生との交流を通して、看護職の持つ

やりがいや責任を理解することができていた。

具体的な目標は、あいまいなあるいは概略的な

目標にくらべて、より確実に活動を方向づける

と言われており、そのためには効果的な目標の

設定の重要性が述べられている（E.A.ロック

1984）が、本プログラムでは、高校生の進路選

択と将来の目標設定につながる体験を提供でき

たのではないかと考える。

また今回、新しい生命の誕生をいかに支えて

いくのかという母性看護学の学習プログラムを

通して、高校生は女性が新しい命を身に宿し、

育み、産む力を持っていることを豊かな感性で

感じとることができていた。そして、その力を

発揮するために思春期から女性の健康管理が重

要であることを理解でき、女性の健康に興味を

持つことにつながっていた。核家族化、少子化

が進んだ今日、子どもたちの生活体験が貧弱に
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なっており、体験から学ぶ機会が減少している

と言われている。また、子どもたちに必要な「生

きる力」は、様々な体験や活動を通して育まれ

るため、子どもたちの体験機会の充実を図るこ

とが課題となっている（生涯学習審議会 1999）。

今回、新しい生命の誕生について感じ、考える

機会を提供できたことは、将来親となる存在で

ある高校生たちの親準備性に働きかけ、10代の

若者たちが抱える性に関する課題と向き合うた

めの材料となり、本プログラムの効果の一つで

あると考える。

おわりに

近年、看護師国家試験の合格者のうち、4年制

大学出身者が 2割を超えるようになった。この

ように、4年制大学で看護学を学びたいという

高校生が増加している中で、高校生が目的を

持って看護学科に入学し、職業的アイデンティ

ティを形づくっていけるように、今回のような

学習プログラムが有用であると考える。
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